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子回収法（ testicular sperm extraction 以下、TESE とする）や顕微鏡下精巣内精子回収法









要であると考え、研究に着手した（第 1 章）。 
初めに、これまで明らかにされてこなかった無精子症の告知を受けた男性の心理を明らかにした。対




























（第 3 章）。 















ケアを提供することが可能になると考えられる（第 4 章）。 
